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大気質モ デル に よ る硝酸塩の再 現性向上の ため の感度解析
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【は じめに】大気質 モ デ ル 相互 比較研究 （UMICS ）
1） で は，国内の 多くの 大気モ デ リン グ研究者の協力に よ

りモ デル の 不確 実性評価 お よび改良を目指 して い る。2010 年冬季お よび 2011 年夏季の 関東地方を対象に ，

UMICS の 標 準入カデー
タ （気象 ・排出量

・境界濃度） を用 い て 大気質モ デル CMAQ に よ る シ ミ ュ レ ーシ ョ

ン を行 っ た と こ ろ，PM2．s の 主要成分 の ひ とっ で ある NO3
』
の 濃度が過大評価 された

2〕。本研究で は，大気質モ

デ ル に よ る NO3濃 度 の 再現性を向上 させ る ため の 知見を得る こ とを 目的 と し て ，
　 CMAQ を用 い て NOI

’
濃度

制御に 関わ る様 々 な要因に つ い て感度解析を実施 した 。

【方 法】CMAQ の 感度解析 は ， 気 温 ，
　 NOx 排 出 ，

　 NH3 排 出 ，
　 N205 不均

一
反応 ，

　 HNO3 ・NH3 乾性 沈着速度に

つ い て実施 した。気温 につ い ては，関東域にお い て
一律 5K 上昇お よび 下降させ た 。　 NOx 排出に つ い て は，

関東域に お い て 排出 量 を
一

律 40％ 減少 〜 40％ 増加 の 間 で変化 させ た。NH3 排 出 に っ い て は ，現在進 められ て

い る NH3 排出イ ン ベ ン トリ構築 の 手法
3）

に基 づ い て 季節プ ロ フ ァ イル を変 更 し
， 排 出量 を従来 よ りも夏に減

少 ，冬に増加 させ た。N20s不均
一

反応 にっ い ては，反応確 率 （r）を o，　 AERo3 の 手法，　 AERo4 の 手法，　 o。1

に変化させ た。HNO ゴ NH3 乾性沈着速度に つ い て は ，関東域に お い て
一

律 0．2 倍お よび 5 倍に変化 させた 。

【結果】2011年夏季の 関東域平野部 （標高 200m 以下 の陸域）にお ける平均 NO3濃 度の 各感度解析に お ける

振 り幅内で の 最大低下率は，気温 で 62 ％，NOx 排出 で 12％ ，　NH3 排出で 24％ ，　N20s 不均
一

反応で 10％，　HNO3 ・

NH3 乾性 沈着速度で 46 ％ とな っ た。　NO3
’
濃度に対す る感度は，気温 が最 も大き くな っ た が，こ こ で は気温 を

CMAQ へ の 入 力段 階で変化 させて い るため，　 NO3 濃 度に強く影響するガ ス
・粒子平衡だ け で なく，光化学反

応 等 の 様 々 な要因に影 響があ る。また，気象モ デル に よる気温 の 予測誤差 は感度実験におけ る気温 の 振 り幅

に 比 べ て 小 さい
。 NOx 排 出量 に つ い て は 比 較的感度が小 さく，また関東域 の NOx 排出推計も総量 にっ い て は

不確実性が 比 較的小 さい と考え られ る 。 NH3 排 出 に つ い て は 感度 が大 き く，排 出量推 計 に お ける不確実性 も

大きい と考え られ，高精度な排出イ ン ベ ン ト リの 構築が必 要で ある 。 不均
一

反応に つ い て は ， CMAQ の r パ

ラ メ タ リゼ ーシ ョ ン 手法の 違い に よ る影響は 限定的で あ る 。 乾性沈着速度は気温 に 次い で 感度が大 きく ， 従

来 モ デ ル に 比 べ て 大幅 に 高 い 乾性 沈着速度 の 推 計例
4）

もあ り ， 改善 の 余地が大 きい と考 え られ る。
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図 1　各感度解析 （a ： 気 温，b ：NOx 排 出，　 c ：NH3 排出，　 d ：N205 不 均

一
反 応，　 e ： HNO3 ・NH3 乾性沈着速度） に お け

　　 る 各基 本ケース か らの 平均 濃度変化率 （2011年夏季，関東平野部 ）
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